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広報まつまえ　 平成２０年８月号 ２

　

町
の
振
興
発
展
並
び
に
自
然
環

境
及
び
歴
史
・
文
化
の
継
承
を
願

う
個
人
又
は
団
体
か
ら
寄
附
を
募

り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
事
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
松

前
を
応
援
す
る
人
々
の
参
加
に
よ

る
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地

域
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
ふ
る
さ
と
松
前
応
援
寄

附
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
松
前
町
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月　

日
に

２０

２３

開
か
れ
、
会
期
を
１
日
繰
り
上
げ　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

２４

　

今
回
の
議
会
に
は
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２０

２
回
）
や
新
設
条
例
と
な
る
ふ
る
さ
と
松
前
応
援
寄
附
条
例

な
ど
６
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
い
ず
れ
も
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
や
松
前
町
土

地
開
発
公
社
の
平
成　

事
業
年
度
決
算
及
び
平
成　

事
業
年

１９

２０

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
３
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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教
育
基
本
法
の
精
神
を
ふ
ま
え
、

教
育
の
基
本
で
あ
る
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
地
域
が
主
体
性
と

責
任
を
も
ち
、
教
育
が
地
域
発
展

の
礎
で
あ
る
こ
と
を
共
通
の
認
識

と
し
、
町
民
、
家
庭
、
学
校
及
び

教
員
、
地
域
住
民
の
役
割
並
び
に

町
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
先
人

へ
の
感
謝
の
心
と
郷
土
愛
を
携
え

た
有
為
な
人
材
を
輩
出
す
る
と
と

も
に
、
自
主
自
律
に
よ
る
誇
り
あ

る
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

５
つ
の
教
育
指
針
を
柱
と
し
た

「
松
前
町
教
育
指
針
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
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町
民
の
生
涯
学
習
や
地
域
資
源

を
活
用
し
た
体
験
活
動
、
地
域
間

交
流
の
推
進
を
図
り
、
地
域
の
振

興
に
資
す
る
た
め
、
旧
原
口
小
学

校
を
、
「
松
前
町
交
流
の
里
づ
く

り
館
」
と
し
て
活
用
す
る
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
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郷
土
の
歴
史
的
文
化
と
地
域
資

源
を
基
盤
と
し
た
交
流
促
進
を
図

り
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
産
業

の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
唐
津

駐
車
場
に
「
北
前
船
記
念
公
園
総

合
管
理
施
設
」
を
設
置
す
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
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平
成　

年
度
各
会
計
の
決
算
概

１９

要
に
つ
い
て
、
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
一
般
会
計
で
ご
ざ
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議決月日議決結果件　　　　　名

６月２４日原案可決平成２０年度松前町一般会計補正予算（第２回）

６月２４日原案可決ふるさと松前応援寄附条例制定について

６月２４日原案可決松前町教育指針条例制定について

６月２４日原案可決松前町交流の里づくり館条例制定について

６月２４日原案可決松前町北前船記念公園総合管理施設条例制定について

６月２４日原案可決松前町財政調整基金の支消について

報告月日件　　　　　名

６月２３日繰越明許費繰越計算書について

６月２３日平成１９事業年度松前町土地開発公社決算について

６月２３日平成２０事業年度松前町土地開発公社事業計画について



広報まつまえ　 平成２０年７月号３

い
ま
す
が
、
歳
入
総
額　

億
６
千

４９

２
百　

万
２
千
７
百　

円
、
歳
出

４５

４９

総
額　

億
１
千
５
百　

万
５
千
２

４８

７０

百　

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

８０
が
１
億
４
千
６
百　

万
７
千
４
百

７４

　

円
と
な
り
、
こ
の
う
ち
、
平
成

６９
　

年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
繰
越
財

２０源
分
百　

万
２
千　

円
と
翌
年
度

４９

６２

に
支
払
い
が
生
じ
る
平
成　

年
度

１９

国
庫
負
担
金
返
還
金
等
財
源
分
２

千
２
百　

万
２
千
円
の
合
計
２
千

７４

４
百　

万
４
千　

円
に
つ
き
ま
し

２３

６２

て
は
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
、
残
額

の
１
億
２
千
２
百　

万
３
千
４
百

５１

７
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
調

整
基
金
へ
編
入
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

き
ま
し
て
は
、
歳
入
総
額　

億
２

１６

千
７
百　

万
１
千
４
百　

円
、
歳

３５

３３

出
総
額　

億
７
千
百　

万
３
千
２

１６

５３

百　

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
不
足

４３
額
が
４
千
４
百　

万
１
千
８
百　

１８

１０

円
と
な
り
、
全
額
平
成　

年
度
繰

２０

上
充
用
金
で
補
て
ん
し
て
お
り
ま

す
。

　

次
に
、
老
人
保
健
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
総
額　

億
１４

７
千
２
百　

万
３
百　

円
、
歳
出

２３

３７

総
額　

億
１
千　

万
６
千
９
百　

１５

３４

２６

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
不
足
額
が

３
千
８
百　

万
６
千
５
百　

円
と

１１

８９

な
り
、
全
額
平
成　

年
度
繰
上
充

２０

用
金
で
補
て
ん
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
事
業
勘
定

で
、
歳
入
総
額
７
億
７
千　

万
２

６３

千
３
百　

円
、
歳
出
総
額
７
億
４

６１

千
７
百　

万
７
千
７
百　

円
で
、

５０

５５

歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
２
千
３
百

　

万
４
千
６
百
６
円
、
サ
ー
ビ
ス

１２事
業
勘
定
で
は
、
歳
入
総
額
１
千

４
百　

万
１
千
６
百　

円
、
歳
出

１９

６３

総
額
１
千
３
百　

万
２
千　

円
で
、

４０

９５

歳
入
歳
出
差
引
残
額
が　

万
９
千

７８

５
百　

円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
平

６８

成　

年
度
会
計
へ
全
額
繰
り
越
し

２０
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

を
も
っ
て
事
業
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
収
益

的
収
入
は
、
消
費
税
込
み
で
１
億

９
千
９
百　

万
４
千
３
百　

円
、

３０

６４

収
益
的
支
出
は
、
消
費
税
込
み
で

１
億
７
千　

万
４
千
８
百　

円
と

１５

５２

な
り
、
利
益
は
２
千
９
百　

万
９

１４

千
５
百　

円
と
な
る
と
こ
ろ
で
す

１２

が
、
資
本
的
収
支
勘
定
等
に
お
け

る
消
費
税
の
支
出
が
４
百　

万
３

７４

千　

円
と
な
る
た
め
、
当
年
度
の

３８
純
利
益
は
、
２
千
４
百　

万
６
千

４０

４
百　

円
と
な
り
ま
す
。

７４

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消
費

税
込
み
で
１
千
４
百　

万
円
、
資

７２

本
的
支
出
は
、
消
費
税
込
み
で
１

億
４
千
百　

万
３
千
百
円
と
な
り
、

７８

差
し
引
き
１
億
２
千
７
百
６
万
３

千
百
円
の
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、

こ
の
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
減

債
積
立
金
１
千
万
円
、
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
１
億
１
千
２

百　

万
６
千
６
百　

円
、
当
年
度

８８

８４

分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
４
百　

万
６
千
４

１７

百　

円
で
補
て
ん
し
、
決
算
を
終

１６
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
病
院
事
業
会
計
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
平
成　

年
３
月　

２０

３１

日
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
収

益
的
収
入
は
、
消
費
税
込
み
で　
１２

億
１
千
２
百　

万
９
千
７
百　

円
、

６９

４８

収
益
的
支
出
は
、
消
費
税
込
み
で

　

億
８
千
５
百　

万
５
千
４
百　

１２

９１

８６

円
と
な
り
、
損
失
は
、
７
千
３
百

　

万
５
千
７
百　

円
と
な
る
と
こ

２１

３８

ろ
で
す
が
、
資
本
的
収
支
勘
定
に

お
け
る
消
費
税
の
支
出
が
２
９
万

２
千
５
百
円
と
な
る
た
め
、
７
千

３
百　

万
８
千
２
百　

円
の
当
年

５０

３８

度
純
損
失
を
生
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消
費

税
込
み
で
２
千
３
百　

万
３
千
９

９１

百　

円
、
資
本
的
支
出
は
、
消
費

１９
税
込
み
で
収
入
と
同
額
の
２
千
３

百　

万
３
千
９
百　

円
と
な
っ
て

９１

１９

お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
各
会
計
事
務
、
事

１９

業
の
推
進
に
あ
た
り
、
議
員
の
皆

様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。��
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�
�
�
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本
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、
４

月　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の　

２９

１８

２０

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
開
花
状
況
に
つ
い
て
は
、

３
月
か
ら
４
月
期
の
気
温
が
高
く
、

早
咲
き
、
中
咲
き
、
遅
咲
き
と
も

に
平
年
よ
り　

日
程
早
い
開
花
と

１０

な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
入
込
客
数
に
つ
い
て

は
、　

万
１
千
人
に
と
ど
ま
り
、

１３

前
年
対
比
８
万
８
千
人
、　

・
２

４０

％
の
減
少
で
、
過
去
と
比
較
し
て

も
、
最
も
少
な
い
入
り
込
み
数
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
と
し
て

は
、
気
温
の
影
響
で
道
内
各
所
と

も
開
花
が
異
常
に
早
ま
り
、
連
休

が
「
飛
び
石
」
と
な
っ
た
こ
と
で

行
楽
客
が
近
郊
に
流
れ
る
な
ど
、

連
休
中
に
当
町
の
優
位
性
が
ほ
と

ん
ど
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

更
に
は
、
景
気
低
迷
に
加
え
、
揮

発
油
税
の
暫
定
税
率
復
活
に
よ
る

ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
が
り
も
、
集
客

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
開
催
前
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
「
大
山
桜
」
の
開

花
を
宣
言
し
た
４
月　

日
か
ら
開

１９

会
式
ま
で
の　

日
間
で
３
万
１
千

１０

人
の
集
客
を
見
て
お
り
、
「
松
前

城
資
料
館
」
、
「
松
前
藩
屋
敷
」

で
は
、
前
年
同
期
の
入
館
者
数
を

大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

開
花
が
早
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

希
少
価
値
の
高
い
、
中
咲
き
、
遅

咲
き
の
桜
を
多
く
の
観
光
客
に
見

て
も
ら
え
た
こ
と
は
、
来
年
度
以

降
の
集
客
に
期
待
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

桜
の
開
花
状
況
等
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
参
考
資
料
を
添
付

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
願
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の
開

催
に
あ
た
り
、
地
域
の
多
く
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
、
関
係
す
る
皆
様
に
は
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。



広報まつまえ　 平成２０年８月号 ４

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
億
１
千
２
百　

万
１
千
円

９４

を
追
加
し
、
予
算
総
額　

億
４
千

５１

９
百　

万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

８１

　

追
加
補
正
し
た
主
な
内
容
は
町

営
住
宅
建
設
事
業
費
、
町
道
朝
日

豊
岡
線
改
良
（
代
行
）
事
業
費
、

北
前
船
記
念
公
園
総
合
管
理
施
設

整
備
事
業
費
、
公
的
資
金
補
償
金

免
除
繰
上
償
還
元
金
、
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
国
庫
負
担
補
助
金

返
還
金
、
徴
収
金
過
誤
納
還
付
金

及
び
還
付
加
算
金
、
町
道
朝
日
豊

岡
線
舗
装
新
設
事
業
費
、
交
流
の

里
づ
く
り
館
改
修
工
事
請
負
費
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
屋
根
葺

替
工
事
請
負
費
、
清
部
保
育
所
屋

根
葺
替
工
事
請
負
費
、
火
葬
炉
耐

火
物
改
修
工
事
請
負
費
な
ど
で
す
。
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一
般
会
計
（
第
２
回
）

予
算
総
額

　

億
４
千
９
百　

万
６
千
円
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広報まつまえ　 平成２０年７月号５
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広報まつまえ　 平成２０年８月号 ６
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史
跡
整
備
検
討
委
員
会
は
平
成

２
年
度
か
ら
、
年
間
２
〜
３
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
年
度
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で　

回
３９

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会

は
、
条
例
外
の
諮
問
機
関
で
教
育

長
が
任
意
に
招
集
し
、
史
跡
福
山

城
の
保
存
と
整
備
に
つ
い
て
専
門

的
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
催
当
初
は
、
本
丸
御
殿
の
復

元
が
目
的
で
し
た
が
、
本
丸
の
発

掘
調
査
結
果
か
ら
遺
構
の
保
存
状

態
が
あ
ま
り
良
好
で
は
な
く
、
次

第
に
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
南
東
部
の

�
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�
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広報まつまえ　 平成２０年８月号７

　

現
在
の
委
員
は
６
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
専
門
別
で
は
建
築

学
２
名
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
１
名
、

環
境
形
成
学
１
名
、
歴
史
学
１
名
、

歴
史
遺
産
学
１
名
で
す
。
建
築
学

で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
建
築

考
証
な
ど
も
さ
れ
て
い
る
東
京
工

業
大
学
名
誉
教
授
の
平
井
聖
先
生

と
、
同
じ
く
「
藤
原
の
里
」
の
建

築
設
計
を
さ
れ
た
元
札
幌
市
立
工

業
専
門
学
校
教
授
の
大
萱
昭
芳
先

生
が
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
で
は

「
花
と
緑
の
万
博
」
に
も
た
ず
さ

わ
れ
た
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授

の
近
藤
公
夫
先
生
が
、
環
境
形
成

学
で
は
公
園
緑
地
財
団
の
公
園
管

理
運
営
研
究
所
長
を
さ
れ
て
い
る

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
渡
辺
達
三

先
生
が
、
歴
史
学
で
は
「
松
前
町

史
」
の 
編  
纂 
に
も
た
ず
さ
わ
れ
た

へ
ん 
さ
ん

札
幌
大
学
教
授
の
桑
原
真
人
先
生

が
、
歴
史
遺
産
学
で
は
文
化
庁
記

念
物
課
主
任
調
査
官
を
さ
れ
て
い

た
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
の
田

中
哲
雄
先
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
か
ら
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
文
化
庁

調
査
官
と
北
海
道
教
育
委
員
会
担

当
職
員
が
こ
の
会
議
に
加
わ
り
ま

す
。

　

７
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
検
討

委
員
会
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
ま
ず
、
今
年
度
調
査

予
定
地
で
整
備
を
予
定
し
て
い
る
、

本
丸
西
側
に
あ
る
「
堀
廻
り
地

区
」
を
、
そ
し
て
史
跡
周
辺
で
現

在
建
設
中
の
「
北
�
碑
林
」
を
、

さ
ら
に
大
松
前
川
水
系
に
あ
る
史

跡
大
館
跡
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
出
席
さ
れ
た
文
化

庁
記
念
物
課
文
化
的
景
観
部
門
の

井
上
典
子
調
査
官
に
、
平
成　

年
２０

５
月　

日
に
成
立
し
た
「
歴
史
ま

１６

ち
づ
く
り
法
」
と
「
文
化
財
の
活

用
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

概
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
文
部
科
学
省
・

農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
が
共

管
し
、
文
化
財
行
政
と
ま
ち
づ
く

り
行
政
が
連
携
す
る
も
の
で
、
文

化
財
と
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
と
し

て
行
政
的
に
ど
こ
に
力
点
を
置
く
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し
、
水
面
を
広
く
取
れ
る
よ
う
な

水
路
整
備
を
し
、
崖
下
の
住
宅
が

近
接
し
て
い
る
の
で
水
処
理
や
養

生
に
関
係
機
関
と
十
分
協
議
検
討

す
る
。
ま
た
、
植
栽
に
つ
い
て
は

既
存
の
サ
ク
ラ
類
の
積
極
的
な
活

用
を
図
り
、
急
斜
面
へ
の
転
倒
を

防
止
す
る
た
め
適
宜
低
木
の
植
栽

を
行
な
う
な
ど
の
方
針
に
つ
い
て

検
討
し
、
基
本
設
計
に
向
け
て
の

検
討
課
題
な
ど
を
話
し
合
い
、
さ

ら
に
、
関
連
事
項
と
し
て
は
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
二
ノ
丸
土

蔵
の
復
元
的
整
備
に
つ
い
て
も
協

議
を
し
ま
し
た
。

か
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め

に
は
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
携
え

た
上
で
、
関
係
部
署
が
連
携
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、

河
川
・
治
山
・
道
路
・
港
湾
な
ど

全
て
の
分
野
を
検
討
す
べ
き
も
の

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
年
度
の
整
備
事
業
と

関
連
事
業
に
つ
い
て
、
「
神
明
石

切
り
場
跡
」
の
調
査
状
況
の
説
明

を
行
っ
た
後
に
、
来
年
度
以
降
に

整
備
を
予
定
し
て
い
る
「
堀
廻
り

地
区
」
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
、

造
成
・
堀
水
排
水
・
遺
構
保
存
活

用
・
そ
の
他
活
用
上
必
要
な
整

備
・
植
栽
・
供
給
施
設
整
備
な
ど

の
方
針
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
が

提
出
し
た
原
案
を
も
と
に
細
部
に

わ
た
り
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
概

要
と
し
て
は
、
史
跡
に
ふ
さ
わ
し

い
、
池
を
含
む
園
地
と
し
て
整
備

　

「
神
明
石
切
り
場
跡
」
の
調
査

で
、
江
戸
時
代
（
築
城
時
）
の
切

り
出
し
跡
に
つ
い
て
保
存
す
べ
き

範
囲
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
が
確
定
し
な
い
と
石
垣
石
を

切
り
出
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
石
垣
石
を
切
り
出
せ
な
い

と
復
元
整
備
が
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

石
垣
石
を
必
要
と
し
な
い
復
元
整

備
と
し
て
「
堀
廻
り
地
区
」
や

「
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
」
の
整
備
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

う
し
た
復
元
整
備
の
計
画
を
定
め
、

文
化
庁
の
指
導
に
よ
っ
て
順
次
整

備
を
実
施
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

発
掘
調
査
に
移
行
し
て
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
保
存
状
態
が
良
好

で
あ
っ
た
こ
の
地
区
に
つ
い
て
、

復
元
・
整
備
の
検
討
が
行
わ
れ
、

現
在
の
状
況
に
な
り
ま
し
た
。



広報まつまえ　 平成２０年８月号 ８
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広報まつまえ　 平成２０年８月号９
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広報まつまえ　 平成２０年８月号 １０
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�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

６
月　

日（
土
）・　

日（
日
）の

２８

２９

２
日
間
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で

間
、
松
前
地
区
文
化
団
体
協
議
会

（
会
長　

佐
橋
實
孝
）
主
催
に
よ

る
「
初
夏
の
美
術
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
美
術
展
に
は
、
２
日
間

で
約　

名
が
来
場
し
、　

団
体
２

２２０

１２

個
人
か
ら
、
丹
精
こ
め
て
作
り
上

げ
た
盆
栽
や
キ
ル
ト
・
俳
句
・
押

花
・
絵
画
な
ど
の
作
品
が
出
展
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
手
作

り
の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
と
な
が
め

な
が
ら
、
た
の
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
道
大
会
で
は
、
１
回
戦
で
強

豪
校
と
対
戦
し
、
２
対
１
で
惜
し

く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
部
員
た
ち

は
、
今
後
の
大
会
で
も
今
ま
で
以

上
の
成
績
を
目
指
し
て
、
猛
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
島
小
学
校
プ
ー
ル

◇
競
技
種
目

〔
３
年
生
〕

　

○　

ｍ
ビ
ー
ト
板
キ
ッ
ク

２５

〔
４
年
生
〜
６
年
生
〕

　

○　

ｍ
自
由
形

２５

　

○　

ｍ
平
泳
ぎ

２５

　

○　

ｍ
リ
レ
ー

１００

〔
６
年
生
の
み
〕

　

○　

ｍ
自
由
形

５０

　

７
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）の

２
日
間
、
町
民
野
球
場
で
第　

回
１５

松
前
町
軟
式
野
球
協
会
長
杯
争
奪

西
南
四
町
小
学
生
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
松
前
町
軟
式
野

球
協
会
（
会
長　

斉
藤
勝
）
が
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
松
前

か
ら
木
古
内
ま
で
の
野
球
少
年
団

７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�

��

�　

木
古
内
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ク
ス

�
�
�　

松
城
ユ
ニ
オ
ン

��

�　

小
島
ビ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

　

▼
羽
沢
愁
平
（
木
古
内
）

�

�
�
�
�
�

　

▼
小
倉
皓
大
（
松
城
）

　

▼
長
崎
宏
太
郎
（
知
内
）

�

�
�
�

　

▼
佐
藤
純
明
（
木
古
内
）

�

�
�
�

　

▼
藤
林
涼
真
（
松
城
）

�

�

�

�

�

�

�

　

６
月
７
日（
土
）〜　

日（
土
）に

２１

知
内
町
で
行
わ
れ
た
第　

回
全
日

２５

本
少
年
（
中
学
生
）
軟
式
野
球
函

館
地
区
大
会
に
お
い
て
、
松
前
中

学
校
野
球
部
（
吉
川
英
昭
監
督
、

部
員　

名
）
が　

チ
ー
ム
参
加
の

２１

１８

中
、
見
事
に
優
勝
し
、
７
月　

日
１８

（
金
）
か
ら
共
和
町
で
行
わ
れ
た

全
道
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

体
育
指
導
委
員
会
（
委
員
長　

丸
山
忠
一
）
の
主
催
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

町
内
の
小
学
校
児
童
が
、
各
種

競
技
に
挑
戦
し
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
と　

き

　

８
月　

日
（
土
）

３０

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

◇
と
こ
ろ

�
�
�
�
�
�
�
	
�



　

江
良
体
育
振
興
会
（
会
長　

中

江
昭
彦
）
の
主
催
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
が
参
加

し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
力
い
っ
ぱ

い
走
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
と　

き

　

９
月
６
日
（
土
）

　

午
後
０
時　

分
〜

３０

◇
と
こ
ろ

　

江
良
町
民
体
育
館
前
ス
タ
ー
ト

◇
種　

目

　

幼
児
の
部
〜
中
学
３
年
の
部

�
�
�
�
�
�
�
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広報まつまえ　 平成２０年８月号１１
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こ
つ
そ
し
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し
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松
前
病
院
で
は
、
健
康
で
通

勤
可
能
な
方
を
対
象
に
、
臨
時

職
員
（
看
護
補
助
員
）
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は

８
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴

書
を
病
院
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
）
。

■
仕
事
の
内
容　

看
護
補
助
員

■
募
集
人
員　

数
名

■
給
与
等　

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
に
よ
る

■
勤
務
時
間　

８
時　

分
〜　

３０

１７

時　

分
（
変
則
勤
務
有
り
）

１５
■
年
齢
条
件　

概
ね　

歳
ま
で

４０

■
資
格
条
件　

特
に
な
し

■
雇
用
期
間　

８
月　

日
か
ら

１８

３
月　

日
ま
で

３１

■
保
険
の
適
用　

社
会
保
険

■
面
接
日　

応
募
者
へ
後
日
連

絡
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
合
否
に
か
か
わ
ら

ず
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

こ
の
他
に
看
護
師
、
准
看
護
師

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
パ
ー

ト
可
）
詳
細
に
つ
い
て
は
病
院

管
理
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



広報まつまえ　 平成２０年８月号 １２
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�

○
第
二
十
一
回
特
別
給
付
金
国
庫

　

債
券
「
い
号
」
を
受
け
ら
れ
た

　

戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母
の

　

方
に
、
額
面
１
０
０
万
円
の
特

　

別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま

　

す
。

　
　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
特
別
給

　

付
金
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

　

い
方
も
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

○
請
求
期
限
は
、
平
成　

年
４
月

２３

　
　

日
ま
で
で
す
。

１８
○
請
求
手
続
及
び
内
容
の
詳
細
に

　

つ
き
ま
し
て
は
、
保
健
福
祉
課

　

福
祉
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
��

�
�
�
�
	

��

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

大
学
（
短
大
を
除
く
）
等
を
卒

業
し
た
者
（
平
成　

年
３
月
卒
業

２１

見
込
者
を
含
む
）
で
昭
和　

年
４

５１

月
２
日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日

６２

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

�
�
�
�

　

Ａ
区
分
以
外
の
者
で
、
昭
和　
５１

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

�
�
�
�
�
�
�	

　

平
成　

年
８
月
６
日
（
水
）
〜

２０

　
　

日
（
水
）
ま
で

２７
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

２０

２１

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
下
旬
〜　

月
上

２０

１０

１１

　

旬
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
上
旬

２０

１２

�
�
�

　

平
成　

年
４
月
以
降

２１

※
申
込
書
及
び
試
験
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
松
前
警
察
署
（
�　

―
４２

３
１
１
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
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�

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
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�
�
	



①
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

　

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方

②
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強

　

制
抑
留
さ
れ
た
方

③
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

　

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　

①
か
ら
③
に
該
当
す
る
「
ご
本

人
」
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
等
を
受
け
ら
れ
た
方
、

こ
れ
ま
で
に
書
状
を
受
け
る
資
格

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請

求
さ
れ
て
い
な
い
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

○
請
求
期
限
は
、
平
成　

年
３
月

２１

　
　

日
ま
で
で
す
。

３１
○
請
求
書
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉

　

グ
ル
ー
プ
及
び
各
支
所
の
窓
口

　

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
（
�
０
１
２
０－

２

３
４－

９
３
３　

月
〜
金
曜
日
午

前
９
時　

分
か
ら
午
後
５
時　

１５

１５

分
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�

　

日
本
国
籍
を
有
す
る　

歳
以
上

１８

　

歳
未
満
の
者
（
採
用
種
目
に
よ

２７り
対
象
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。
）

�
�
�

　

初
任
給
は　

万
９
千
５
０
０
円

１５

（
基
準
）
で
宿
舎
費
・
食
事
・
被

服
支
給
ま
た
は
貸
与

�
�
�
�
�　

年
４
・　

ヵ
月
分

４５

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
９
月　

日
（
土
）

２０

２０

　

（
試
験
会
場　

木
古
内
町
産
業

　

会
館
）

・
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
９
月　

日
（
水
）

１０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�

　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）
・

２０

２１

　
　

日
（
木
）
〜　

日
（
土
）

２５

２７

　

（
試
験
会
場　

函
館
駐
屯
地
）

・
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
９
月　

日
（
水
）

１０

※
そ
の
他
に
も
防
大
・
防
医
大
・

航
空
学
生
・
看
護
学
生
の
募
集
も

あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
松
前
地
域

事
務
所
（
�　

―
３
７
７
４
）
ま

４２

た
は
、
役
場
生
活
環
境
課
生
活
環

境
グ
ル
ー
プ
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

　

「
聞
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

心
配
の
あ
る
新
生
児
か
ら
、
乳
幼

児
、
小
学
生
、
中
学
生
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
費
用
は

一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
）

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
お
気
づ
き

に
な
ら
れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

で
聞
こ
え
に
気
が
か
り
な
所
が

　

あ
る
と
い
わ
れ
た
。

○
１
歳
過
ぎ
て
も
言
葉
が
出
な
い

○
発
言
や
話
し
方
が
は
っ
き
り
し

　

な
い
。

○
言
葉
が
増
え
な
い
。

○
聞
き
返
し
や
聞
き
誤
り
が
あ
る
。

　

早
期
か
ら
の
「
聞
こ
え
」
の
補

償
が
、
言
葉
の
発
達
を
促
し
、
聞

き
取
り
や
発
音
等
の
改
善
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
教
育
機
関
や
教
育
セ

ン
タ
ー
、
療
育
セ
ン
タ
ー
、
病
院
、

保
健
所
（
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
専

門
機
関
と
も
連
携
し
て
、
保
護
者

や
指
導
者
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

北
海
道
函
館
聾
学
校
教
育
相
談
部

�
０
１
３
８
―　

―
１
６
５
８

５２



広報まつまえ　 平成２０年８月号１３
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※１　「賦課のもととなる所得金額」は、保険料額決定通知書でご確認ください。
・　改めて手続きをしていただく必要はありません。
・　対象になる方には、改めて８月以降に減額後の保険料のお知らせを送付します。
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・　納め方の変更をお申し出いただいた場合、年金からの保険料の差し引きを中止します。お申し出の時期に
　　より、年金からの差し引きを中止する月は異なります。
・　口座振替を開始する月は、お申し込みの時期により異なります。
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※２　被用者保険とは
　政府管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。市町
村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。
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公
共
機
関
の
情
報
支
援
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の

「
視
覚
障
害
者
等
情
報
支
援
緊
急

基
盤
整
備
事
業
」
の
助
成
を
受
け

て
視
覚
障
害
者
用
拡
大
読
書
器
を

１
台
、
町
立
図
書
館
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

拡
大
読
書
器
は
、
メ
ガ
ネ
や
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
矯
正
し
て
も

十
分
な
視
力
が
得
ら
れ
な
い
方
の

た
め
に
、
文
字
や
図
な
ど
を
拡
大

し
て
写
し
出
す
も
の
で
す
。
ま
た
、

ル
ー
ペ
や
弱
視
メ
ガ
ネ
に
比
べ
て

も
高
倍
率
で
、
細
か
い
文
字
な
ど

も
見
や
す
く
な
り
ま
す
。



広報まつまえ　 平成２０年８月号 １４
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時　間月　日場　　　所地　区

１０：００～

１３：００

８月２７日�上川生活改善センター上　川

８月２８日�漁 民 セ ン タ ー建　石
弁　天

８月２８日�館浜生活改善センター館　浜

８月２７日�札前生活改善センター札　前

８月２６日�静 浦 老 人 憩 の 家静　浦

８月２６日�茂 草 町 内 会 館茂　草

８月２８日�清部生活改善センター清　部

８月２６日�パートナーシップランド『いさりび』江　良

８月２７日�原 口 老 人 憩 の 家原　口
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諸
君
を
消
費
す
る
ま
で
の
期
限

の
目
安
と
し
て
、
「
消
費
期
限
」

と
「
賞
味
期
限
」
の
２
種
類
の
表

示
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
限
表
示

は
、
痛
み
や
す
い
、
ま
た
は
、
日

持
ち
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
加
工

食
品
の
特
性
に
応
じ
て
、
ど
ち
ら

か
の
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

品
質
の
劣
化
の
し
や
す
い
お
お

む
ね
５
日
以
内
に
消
費
す
べ
き
食

品
（
例

：

弁
当
、
そ
う
ざ
い
、
生

菓
子
類
、
食
肉
な
ど
）
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

品
質
の
劣
化
し
に
く
い
食
品

（
例

：

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
缶
詰
、

牛
乳
、
乳
製
品
な
ど
）
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
製
造
日
か
ら
３
ヶ
月
超

え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
年
月
で

期
限
表
示
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
「
消
費
期
限
」
と
「
賞

味
期
限
」
は
開
封
さ
れ
て
い
な
い

状
態
で
、
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ

り
保
存
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な

り
ま
す
の
で
、
開
封
後
や
保
存
方

法
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

期
限
前
で
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

※
食
中
毒
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
渡
島
保
健
所
木
古
内
支
所

（
�
０
１
３
９
２
―

２
―

２
０
６
８
）

木
古
内
地
方
食
品
衛
生
協
会

（
�
０
１
３
９
２
―

２
―

２
０
０
８
）
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広報まつまえ　 平成２０年８月号１５

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
免
除

２０

１０

基
準
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
８
月
１
日
か

２０

ら
役
場
、
各
支
所
で
免
除
事
由
の

証
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
（
申
請
書
は
役
場
、

各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
）

②
役
場
、
各
支
所
で
免
除
事
由
の

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
提
出
（
郵
送
）
し
て
く
だ
さ

い
。

④
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
免
除
事
由
確
認
後
、

折
り
返
し
「
受
理
通
知
書
」
が
届

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



　

森
林
の
大
切
さ
や
道
南
ス
ギ
と

地
域
林
業
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
な

ど
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
森
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
道
南
ス
ギ
小
物
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
森
づ
く
り
に
興
味
が
あ

る
方
な
ど
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成　

年
８
月
６
日
（
水
）

２０

　

午
後
１
時　

町
民
総
合
セ
ン
タ

　

ー
集
合

○
場　

所　

　

町
内
の
民
有
林
及
び
道
有
林

○
参
加
人
数

　
　

人
（
先
着
順
）

２０
○
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

　

渡
島
西
部
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

普
及
課
（
�　

―
２
０
１
４
）

４２

�

�

�

�

�

�

�

　

町
広
報
７
月
号　

ペ
ー
ジ
に
掲

１２

載
し
ま
し
た
善
意
に
感
謝
し
ま
す

の
記
事
中
、
「
古
川
順
一
様
」
と

あ
る
の
は
「
古
岡
順
一
様
」
の
誤

り
で
し
た
。
つ
つ
し
ん
で
お
わ
び

し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

０
５
７
０
―
０
７
７
―
０
７
７

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後　
１０

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
８
時

ま
で
）

�
０
５
７
０－

０
７
７－

０
７
７

〒
０
４
０－

８
６
８
０

函
館
市
千
歳
町　

－

１

１３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
局

�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	

��������������

�������	
��
����
���

�������

����

�������	
��
����
����������	
�
�

��������

�����

�������	
��
����
���������	
�
�
�
�������

�����

�������	
��
����
�������	
�	���
�
�������	�
��

�����

�������	���
��
�
�������	
��
����
������

���
�����

������
������
������
�����

�������	
��
����
��������	
���
���
�������	

���
�����

�������	
��
�����
�������	

���
�����

�������	
��
�����
�������	��������
�������

���
�����

�������	
��
����
�������	
���
���
������

���
����

� � � � � � � �

����

�������	
��
���

�����
�����
������
�������	

�������	�
���������	
��
��

�������	


�������	�

���������

�������	
��
����

����������	
�

���������	
��
��



広
報
ま
つ
ま
え

　
　
　
８
月
号
　
　
　
　
平
成
２０
年
８
月
１
日
発
行
　

■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  �
０１３９

－４２
－２２７５

　Ｆ
Ａ
Ｘ
  ０１３９

－４６
－２０４８

■
印
刷
・
㈱
第
一
印
刷

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.e-m
atsum

ae.com

人口のうごき
（住民基本台帳   ６月３０日現在）
 人　口　　９,７９０人（－　１５人）
 　男　　　４,７０５人（－　　３人）
 　女　　　５,０８５人（－　１２人）
 世帯数   ４,５２８世帯（±０世帯）
（　）内は前月との比較増減

�����
�����������
����������
�������������

�����

字二越　渡辺　 想空 （秀仁）
ここあ

字江良　荒谷　　 蘭 （友和）
らん

字建石　岩本 実  那  美 （宜之）
み な み

字建石　佐藤 希  乃  花 （輝明）
の の か

�������	
��
��
��
��������	
��
����
�������	
��
������

字江良　�橋　キ子（８９）

字江良　福井　市造（７５）

字清部　瀧澤金之輔（８８）

字清部　疋田　ツタ（９２）

字札前　吉田　留義（５９）

字豊岡　磯�　專松（８５）

字月島　小谷　キサ（８９）

字朝日　越後谷　茂（８６）

字朝日　小杉ナツ子（７６）

字荒谷　　地フヂヱ（８１）

字白神　村上　キク（９５）

�����

松
前
福
祉
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
松
前
南
殿
荘
）
へ

◇
金
一
封

○
樋
口　

幸
男　

様
（
字
江
良
）

○
疋
田　

哲
広　

様
（
字
清
部
）

○
福
島　

妙
子　

様
（
字
唐
津
）

●
退
職
（
７
月　

日
付
け
）

３１

▽
嶋
田
弘
美
（
松
前
病
院
主
任
准

看
護
師
）
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字清部　中山　貴之
　　　　堂田　妙子（北見市）

字月島　川村　主税
　　　　南條　厚子（七飯町）

松前高校学校祭みこしパレードにて

�
�
�
�
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�
�
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